
岐阜県水産研究所 本所 

岐阜県水産研究所 下呂支所 

「清流長良川の鮎」 
（世界農業遺産） 



・内水面漁業の漁場管理や増養殖技術等に関する 

 要望に応じた研修を開発途上地域に対し行います。 

 

・開発途上地域へ専門研究員を派遣して内水面漁業に関する 

 技術支援などを行います。 

組織図 

施設の概要 ○内水面漁業研修センター（水産研究所【本所】） 
 

 所 在 地：  各務原市川島笠田町官有地無番地 

 土地面積：  8,906㎡ 

 建物延べ面積 1,484㎡ 

 試験地：野外池 143.5㎡ 屋内ＦＰＲ水槽 83槽 

 職 員：12人（研究９人 事務３人） 

 

○下呂支所 
 

 所 在 地：  下呂市萩原町羽根2605-1 

 土地面積：  22,395㎡ 

 建物延べ面積 1,935㎡ 

 試験地：屋外池 168面（5,349㎡） 

 職 員：６人（研究５人 事務１人） 

主な業務 

設立目的 

岐阜県で培った内水面漁業に関する研究成果が蓄積されている 

水産研究所内に内水面漁業研修センターを設置します。 

世界農業遺産「清流長良川の鮎」を支える漁業、 

養殖業などに関する知識、技術、経験、制度などを 

開発途上地域に広めることにより、 

ＧＩＡＨＳ及び開発途上地域の内水面漁業の発展に貢献します。 



研修プログラムの主なメニュー 

形 態 内  容 

 
講 義 

●世界農業遺産について 
 ・世界農業遺産制度および認定まで流れ  

 ・世界農業遺産「清流長良川の鮎」 

 ・長良川システムとアクションプラン 

  
●山、川、海のつながりを意識した環境保全活動 
 ・清流の保全（法制度と岐阜県における取組み） 

 ・生物多様性の意義と保全対策 

 ・希少魚保全の意義と事例 

  
●漁業協同組合による資源管理 
 ・水産資源の増殖と管理（定義、位置づけ等） 

 ・水産資源増殖の手法（種苗放流、人工ふ化放流、 

  産卵場造成等） 

 ・アユを例にした水産資源管理体制（法制度、事例） 

  
●増養殖技術 
 ・アユ、マス類、コイ、ナマズなどの増養殖技術 

 ・バイテク魚作出技術 

 ・魚病診断技術 

 
視 察 

●長良川システムを支える施設など 
 ・漁業協同組合（アユの集荷場） 

 ・アユ放流用種苗の生産施設 

 ・岐阜県の伝統漁法および関連施設（鵜飼、友釣り、 

  瀬張網、ヤナなど） 

 ・清流を守る知恵の詰まった古い町並み 

 ・世界淡水魚園水族館 

 ・世界かんがい施設遺産「曽代用水」 

  
●その他水産増養殖施設など 
 ・産卵場造成河川、人工河川など 

 ・民間養殖場（マス類、チョウザメ、ナマズ、 

  バナメイエビなど） 

 ・水産物加工施設 

 
実 習 

●増養殖技術 
 ・アユ、マス類、チョウザメ、ナマズなど 

  
●魚病診断技術 
 ・組織等の検鏡、DNAおよびRNAの抽出と増幅など 

  
●バイテク魚作出技術 
 ・アユ、マス類などの全雌化、三倍体化など 



平成２９年度の実績及び予定 

位置図 

 〒501‐6021 各務原市川島笠田町官有地無番地（河川環境楽園内） 

  TEL:0586-89-6351  FAX:0586-89-6365                  

〒509‐2592 下呂市萩原町羽根 2605-1（下呂総合庁舎北側） 

 TEL:0576-52-3111（代表） FAX:0576-52-4354                    

内水面漁業研修センター（岐阜県水産研究所本所）     

岐阜県水産研究所下呂支所 

ホームページ  http://www.fish.rd.pref.gifu.lg.jp/ 

（研修生の受入） 

 ・6月：JICAと連携しミャンマーから6名 

 ・7月：JICAと連携し北アフリカ諸国から７名程度 

   ・８月以降 

         ：タイ水産局から2名程度 

         ：SEAFDECと連携し加盟国から５名程度 

         ：アフリカ諸国から4名程度 

         ：JICAと連携し中央アフリカ諸国から９名程度   

（研究員の派遣） 

 ・5月：タイの水産研究所等へ3名 

 ・9月以降：タイ水産局等へ３名程度 

水産研究所 
（下呂支所） 

・内水面漁業研修 センター 

・水産研究所（本所） 

内水面漁業研修センター 

岐阜県水産研究所 本所 

岐阜県水産研究所 下呂支社 

平成２８年度の実績 

（研修生の受入） 

 ・  7月：JICAと連携し北アフリカ諸国から10名 

 ・10月：JICAと連携し中央アフリカ諸国から10名 

 ・10月：タイ水産局から2名 

（研究員の派遣） 

 ・ ８月：タイ水産研究所等へ３名 

  

※実績及び予定は６月末現在  


